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も
見
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、

若
い
女
性
が
流
出
し
て
い
る
こ
と

と
、
合
計
特
殊
出
生
率
が
岡
山
県

内
で
２
番
目
に
低
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
若
い
女
性
が
住
み
続
け
た

い
、
戻
っ
て
き
た
い
、
移
り
住
み

た
い
と
言
え
る
ま
ち
を
目
指
す
と

と
も
に
、
出
産
な
ど
に
よ
り
、
希

望
す
る
子
ど
も
の
数
を
か
な
え
ら

れ
る
暮
ら
し
を
実
現
で
き
る
よ
う

に
行
政
の
役
割
を
模
索
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
、
地
方
創
生
の
取
り
組
み

の
中
で
、
具
体
的
な
根
拠
に
基
づ

い
た
実
効
性
の
高
い
施
策
の
展
開

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

世
界
連
邦
平
和
都
市
宣
言

　
世

※

界
連
邦
平
和
都
市
宣
言
に
つ

い
て
は
、
合
併
前
、
旧
３
町
そ
れ

ぞ
れ
で
宣
言
を
し
て
お
り
、
合
併

　
市
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
２
期
目
も
折
り
返
し
地
点
を

過
ぎ
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

地
域
で
の
主
体
的
な
活
動
が
、
瀬

戸
内
市
の
魅
力
を
高
め
る
上
で
大

き
な
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協

力
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

協
議
の
中
で
、「
宣
言
に
つ
い
て

は
新
市
に
お
い
て
新
た
に
定
め

る
」
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
11
月
定
例
会
に
お
い
て
、

「
世
界
連
邦
平
和
都
市
宣
言
に
関

す
る
陳
情
」
が
採
択
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
世
界
連
邦
宣
言
自
治
体

全
国
協
議
会
の
事
務
局
で
あ
る
京

都
府
綾
部
市
と
宣
言
に
向
け
た
協

議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
本
市
と
し
て
も
、
世
界
の
恒
久

平
和
の
確
立
に
努
力
す
る
平
和
都

市
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
移
住
促
進
事
業

　

市
で
は
、
こ
の
た
び
神
奈
川

県
に
本
社
を
置
く
Ｉ
Ｔ
関
連
会

社
、
株
式
会
社
富
士
通
エ
フ
サ

ス
と
の
連
携
に
よ
る
移
住
者
へ

の
テ

※

レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
職
業

あ
っ
せ
ん
に
向
け
て
の
実
証
事

業
を
始
め
ま
し
た
。

     Adm
inistrative  Report

   
行
政
報
告

用
語
の
解
説
・
備
考

世
界
連
邦
平
和
都
市
宣
言　

　

地
方
自
治
体
が
平
和
の
尊
さ

を
訴
え
、
世
界
連
邦
建
設
の
趣

旨
に
賛
同
を
表
明
す
る
宣
言

で
、
現
在
全
国
で
２
３
４
の
自

治
体
が
宣
言
を
し
て
い
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク

　

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
な
ど
の
情
報
通
信
技
術
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
在
宅
で

勤
務
す
る
こ
と
。

　
「
仕
事
と
生
活
の
両
立
」
を

意
味
す
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
の
向
上
や
地
域
の
雇
用
創

出
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
地

方
創
生
の
取
り
組
み
と
し
て
国

に
お
い
て
も
拡
大
を
推
進
し
て

い
る
。

Ｉイ
ジ
ュ
ウ
Ｊ
Ｕ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

　

市
へ
の
移
住
希
望
者
の
円
滑

な
受
け
入
れ
を
す
る
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
に
取
り
組
ん
で

　
先
日
の
岡
山
学
芸
館
高
等
学
校

の
野
球
部
の
甲
子
園
出
場
や
サ
ッ

カ
ー
部
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
で

は
、
瀬
戸
内
市
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
育
ま
れ
た
力
が
発
揮
さ
れ
、
市

民
に
と
っ
て
も
大
き
な
喜
び
や
励

み
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
活
動
で

も
、
牛
窓
の
花
火
大
会
の
復
活

や
、
長
船
夏
祭
り
、
喜
之
助
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
元
気

と
勇
気
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
先
日
、
岡
山
県
重
要
無

形
文
化
財
保
持
者
で
あ
る
森
陶
岳

氏
の
備
前
焼
史
上
最
大
級
の
新
大

窯
の
窯
出
し
が
公
開
さ
れ
、
市
外

に
向
か
っ
て
も
瀬
戸
内
市
を
知
っ

て
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
市
民
の
皆

さ
ん
一
人
一
人
が
主
体
と
な
っ
た

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
地
方
創
生
に
向
け
た

取
り
組
み
の
中
で
、
新
た
な
課
題

　
具
体
的
に
は
、
市
内
へ
移
住
し

て
き
た
人
の
生
活
基
盤
の
確
立
の

た
め
に
、
富
士
通
エ
フ
サ
ス
か
ら

提
供
さ
れ
る
仕
事
に
必
要
な
テ
レ

ワ
ー
ク
環
境
の
利
用
に
係
る
費
用

の
一
部
を
負
担
す
る
と
と
も
に
、

空
き
家
バ
ン
ク
や
Ｉ※
イ
ジ
ュ
ウ

Ｊ
Ｕ
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
制
度
を
活
用
し
た

住
居
の
あ
っ
せ
ん
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
を
通
じ
た
遊
休
農
地

の
紹
介
な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
最
終
目
的

は
、
本
市
へ
の
移
住
者
の
増
加
で

す
が
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
Ｉ
Ｔ

関
連
の
専
門
誌
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

メ
デ
ィ
ア
に
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
都
市
部
の
若
者
な
ど
へ

新
た
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
提
案

し
、
瀬
戸
内
市
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
に
も
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

合
同
公
売
会
の
開
催

　
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
人
か

ら
捜
索
な
ど
に
よ
っ
て
差
し
押
さ

え
た
財
産
の
公
売
会
を
、
12
月
13

日
に
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
で
開
催
し

ま
す
。
岡
山
県
下
19
自
治
体
が
参

加
し
て
行
う
も
の
で
、
中
国
地
方

で
は
初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

公
売
会
を
行
う
目
的
と
し
て

は
、
滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
た

財
産
を
１
円
で
も
高
く
落
札
し
て

も
ら
い
、
滞
納
者
の
人
の
滞
納
税

な
ど
を
少
し
で
も
減
ら
す
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

り
、
ひ
き
こ
も
り
や
虐
待
、
生
活

困
窮
な
ど
の
課
題
を
把
握
し
、
今

後
の
福
祉
施
策
の
推
進
に
生
か
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
、
市

と
し
て
も
こ
の
調
査
に
積
極
的
に

協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

休
診
後
の
附
属
牛
窓
診
療
所
の
運

営
に
つ
い
て
の
答
申

　
休
診
後
の
附
属
牛
窓
診
療
所
の

運
営
に
つ
い
て
、
市
長
の
諮
問
機

関
で
あ
る
瀬

※

戸
内
市
立
病
院
等
運

営
審
議
会
で
審
議
を
重
ね
、
８
月

26
日
に
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
答
申
の
内
容
は
、「
採
算
性
や

受
益
の
公
平
性
の
観
点
、
設
備
投

資
と
医
療
従
事
者
の
確
保
の
観
点

か
ら
運
営
継
続
は
、
困
難
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
市
立
診

療
所
と
し
て
期
待
さ
れ
る
診
療
機

能
や
地
域
に
お
い
て
一
般
の
診
療

所
と
比
較
し
て
特
化
し
た
役
割
の

観
点
な
ど
を
検
討
し
た
結
果
、
提

供
可
能
な
医
療
は
、
牛
窓
地
域
の

民
間
診
療
所
と
同
様
に
一
般
的
な

診
療
の
み
で
あ
り
、
市
立
診
療
所

と
し
て
の
立
ち
位
置
に
お
け
る
医

療
の
提
供
は
不
可
能
と
考
え
ざ
る

を
得
な
い
。
よ
っ
て
、
診
療
を
再

開
す
べ
き
と
す
る
要
素
は
認
め
難

く
、
受
診
患
者
の
希
望
を
考
慮

し
て
も
事
業
の
継
続
可
能
性
な
ど

か
ら
閉
鎖
の
判
断
は
や
む
を
得
な

い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
ま
た
、
答
申
に
は
、「
牛
窓
地

域
で
は
民
間
医
療
施
設
が
あ
る
も

の
の
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進

む
中
、
独
居
老
人
の
受
け
入
れ
施

設
や
交
通
手
段
の
確
保
な
ど
市
当

局
が
検
討
す
べ
き
課
題
は
残
さ
れ

て
い
る
」「
医
療
と
介
護
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
急
が
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
」
と
の
意
見
が
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
内
容
を
精
査
し
、
慎
重
に

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

い
る
団
体
ま
た
は
個
人
を
瀬
戸

内
市
Ｉ
Ｊ
Ｕ
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

と
し
て
委
嘱
。
市
で
の
新
生
活

に
関
す
る
情
報
提
供
・
ア
ド
バ

イ
ス
、
地
域
の
紹
介
お
よ
び
案

内
な
ど
の
支
援
を
行
い
、移
住
・

交
流
の
促
進
お
よ
び
地
域
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
ル
テ
調
査

　

調
査
研
究
の
た
め
の
協
力
団

体
を
定
め
、
家
族
、
子
育
て
、

雇
用
、
健
康
づ
く
り
、
近
隣
と

の
関
係
な
ど
の
項
目
か
ら
、
子

育
て
、
就
労
、
生
活
困
窮
な
ど

地
域
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
関
係

者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
。

瀬
戸
内
市
立
病
院
等
運
営
審
議
会

　

審
議
会
の
委
員
は
、
保
健
、

福
祉
、
医
療
の
関
係
者
や
学
識

経
験
者
を
は
じ
め
、
市
民
代
表

の
計
７
人
で
構
成
。会
議
で
は
、

診
療
所
休
診
ま
で
の
経
緯
や
現

状
な
ど
の
説
明
を
し
た
後
、
利

用
者
お
よ
び
地
域
住
民
を
含
む

瀬
戸
内
市
民
全
体
に
及
ぼ
す
影

響
や
市
立
診
療
所
と
し
て
運
営

す
る
意
義
な
ど
の
観
点
を
総
合

的
に
勘
案
す
る
こ
と
を
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
審
議
し
た
。

瀬戸内野球場（邑久町下笠加）で練習に励む
岡山学芸館高等学校の野球部員ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
ル
テ
調
査
の
実
施

　
本
年
度
、
厚
生
労
働
省
か
ら
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
調
査
研
究
事

業
の
委
託
を
受
け
た
株
式
会
社

オ
ー
プ
ン
・
シ
テ
ィ
研
究
所
が
、

コ

※

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
ル
テ
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ 合同公売会イメージ写真（写真提供：熊本県御船町）

武久市長に答申を渡す長田建会長（写真右）

市  

長  

か  

ら

平
成
27
年
８
月
市
議
会
定
例
会
が
８
月
31
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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学
力
・
学
習
状
況
調
査

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

は
、
小
学
校
６
年
生
と
中
学
校
３

年
生
を
対
象
に
、
国
語
、
算
数
・

数
学
、
理
科
の
各
３
教
科
で
実
施

さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
全
て
の
教
科

に
お
い
て
国
や
県
の
平
均
正
答
率

を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。特
に
、

小
学
校
で
は
国
語
、
中
学
校
で
は

数
学
に
課
題
が
見
ら
れ
る
。

　

県
の
学
力
・
学
習
状
況
調
査

は
、
中
学
校
１
年
生
を
対
象
に
実

施
さ
れ
た
。
国
語
、
数
学
、
理
科
、

社
会
の
全
教
科
お
よ
び
４
教
科

合
計
に
お
い
て
、
県
平
均
正
答

率
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

市
独
自
の
学
力
・
学
習
状
況

調
査
は
、
小
学
校
４
・
５
年
生

と
中
学
校
２
年
生
を
対
象
に
、

国
語
と
算
数
・
数
学
の
２
教
科

で
実
施
し
た
。
い
ず
れ
も
目
標

値
と
同
等
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

若
者
向
け
の
刀
剣
展

　

平
成
23
年
度
か
ら
毎
年
夏
休

み
期
間
に
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い

る
。
平
成
23
年
度
は
「『
戦
国
Ｂ

Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
』
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
武
器
・

武
具
列
伝
」、平
成
24
年
度
は
「
ヱ

ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ヲ
ン
と
日
本
刀
」、

平
成
25
年
度
は
「
二
次
元
Ｖバ
ー
サ
スＳ

日
本
刀
展
」、平
成
26
年
度
は
「
戦

国
無
双
の
刀
剣
展
」を
開
催
し
た
。

上
半
期
の
火
災
救
急
の
概
況

　
火
災
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
１

月
か
ら
６
月
末
ま
で
の
火
災
件
数

は
８
件
で
、
前
年
同
期
よ
り
２
件

増
加
し
て
い
ま
す
。
火
災
種
別
で

は
、
建
物
火
災
７
件
、
そ
の
他
の

火
災
１
件
で
、
建
物
火
災
の
内
訳

は
、住
宅
３
件
、共
同
住
宅
１
件
、

公
衆
ト
イ
レ
３
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。
公
衆
ト
イ
レ
３
件
に
つ
い
て

は
、
放
火
さ
れ
た
跡
が
発
見
さ
れ

た
も
の
で
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
、
ホ
ル
ダ
ー
、
壁
の
一
部
を

焦
が
し
た
程
度
で
し
た
が
、現
在
、

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
強
化
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

救
急
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

火
災
と
同
期
に
お
け
る
出
動
件

数
は
７
８
５
件
で
、
前
年
同
期

よ
り
８
件
の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。
事
故
種
別
で
は
、
急
病

が
５
２
７
件
で
67
・
１
％
、
年

齢
別
で
は
65
歳
以
上
の
人
が

５
０
４
人
で
66
・
８
％
で
あ
り
、

急
病
と
高
齢
者
が
高
い
割
合
を

占
め
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
救

急
搬
送
率
の
抑
制
を
図
る
た
め

「
予
防
救
急
」
の
普
及
啓
発
を

科
に
よ
り
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
、

目
標
値
に
達
し
て
い
な
い
部
分
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
生
活
面
に
お
い
て
は
、

家
庭
で
テ
レ
ビ
を
見
た
り
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
す
る
時
間
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
使
用
時
間
が
短
く
な
っ

て
い
ま
す
。
学
力
定
着
と
深
く
関

わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
家

庭
と
連
携
協
力
し
た
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
を
真
摯
に
捉
え
、

教
師
の
授
業
力
と
児
童
生
徒
の

学
習
意
欲
の
向
上
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
。

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
の
特
別
展

　
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
、

若

※

者
向
け
の
刀
剣
展
と
し
て
、
今

年
も
７
月
18
日
か
ら
９
月
13
日
ま

で
「
真
剣
少
女
の
日
本
刀
展
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
特
別
展

は
、「
し
ん
け
ん
!!
」
と
融
合
し

た
も
の
で
す
。
同
作
に
は
多
く
の

備
前
の
名
刀
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
、
本
物
の
備
前
刀
を
展
示
す

る
こ
と
で
、
日
本
刀
の
聖
地
・
備

前
長
船
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

積
極
的
に
推
進
し
て
お
り
、
家

庭
内
事
故
の
未
然
防
止
に
つ
い

て
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
熱
中
症
に
つ
い
て
は
、
本
年
８

月
15
日
ま
で
に
34
人
を
搬
送
し
て

お
り
、
前
年
同
期
よ
り
13
人
の
大

幅
な
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学
力
・
学
習
状
況
調
査

　
学

※

力
・
学
習
状
況
調
査
は
、
学

力
面
と
生
活
面
の
実
態
や
課
題
を

的
確
に
把
握
し
、
各
学
校
の
実
情

に
応
じ
た
取
り
組
み
や
児
童
生
徒

の
実
態
に
応
じ
た
指
導
を
進
め
る

上
で
、
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
学
習
面
に
お
い
て
は
、
多
く
の

資
料
や
情
報
か
ら
課
題
解
決
に
必

要
な
情
報
を
取
捨
選
択
し
た
り
、

条
件
に
合
わ
せ
て
理
由
な
ど
を
説

明
し
た
り
す
る
問
題
に
つ
い
て
、

課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。
教
科
へ
の

関
心
や
意
欲
態
度
は
、
学
年
や
教

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
の
企
画
展

　

７
月
18
日
か
ら
８
月
30
日
ま

で
、
歌
手
・
長
渕
剛
さ
ん
が
筆
で

描
い
た
作
品
を
展
示
す
る
「
開

館
５
周
年　

長
渕
剛　

詩
画
展

２
０
１
５
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

展
示
室
い
っ
ぱ
い
ま
で
飾
っ
た
大

型
の
作
品
、
今
回
の
た
め
に
描
き

下
ろ
し
た
「
牛
窓
」
の
展
示
や
、

夫
人
の
志
穂
美
悦
子
さ
ん
に
よ
る

フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
も
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　
毎
週
日
曜
日
に
行
っ
て
い
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
は
、
作
品
に
対
し
て

良
い
解
説
が
聞
け
る
と
、
リ
ピ
ー
ト

す
る
人
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
週
末

に
行
け
ば
作
品
を
よ
り
深
く
知
る
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
作

り
を
今
後
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
り
入
れ
協
力
医
療
機
関

※
事
前
に
医
療
機
関
に
問
い
合
わ

　
せ
の
上
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
持
参
す
る
も
の　
健
康
保
険
被

　
保
険
者
証
ま
た
は
後
期
高
齢
者

　
医
療
被
保
険
者
証
（
本
人
確
認

　
の
た
め
）

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

　
市
で
は
、
瀬
戸
内
市
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
の
調
剤
情
報
を
分

析
し
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後

発
医
薬
品
）
に
変
え
た
場
合
に
、

自
己
負
担
額
が
大
き
く
軽
減
さ
れ

る
と
思
わ
れ
る
人
に
、「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進
の
お
知

ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

先
発
医
薬
品
の
特
許
が
切
れ
た
後

に
販
売
さ
れ
る
同
じ
有
効
成
分
、

同
じ
効
能
・
効
果
を
持
つ
医
薬
品

の
こ
と
で
す
。
一
般
的
に
、
開
発

　　知っ得！せとうち便　　

知っ得！
せとうち便

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談 　
市
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
し

た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

助
成
事
業
を
10
月
か
ら
平
成
28
年

１
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

　
予
防
接
種
の
効
果
が
表
れ
る
ま

で
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
限
り
12
月
中
旬
ま
で

に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象

①
満
65
歳
以
上
で
瀬
戸
内
市
に
住

　
民
票
が
あ
る
人

②
満
60
〜
64
歳
の
瀬
戸
内
市
に
住

　
民
票
が
あ
る
人
の
う
ち
、心
臓
、

　
腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能
に

　
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動

　
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の

　
障
が
い
を
有
す
る
人
お
よ
び
ヒ

　
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

　
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ

　
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が

　
い
を
有
す
る
人
（
当
疾
患
に
関

　
す
る
障
が
い
の
程
度
が
身
体
障

　
害
者
手
帳
１
級
相
当
の
も
の
）

▽
実
施
回
数　
年
度
中
１
回

▽
実
施
期
間

　
10
月
〜
平
成
28
年
１
月

▽
費
用　
自
己
負
担
２
、０
０
０
円

▽
実
施
医
療
機
関　
左
表
の
市
内

　
医
療
機
関
お
よ
び
県
内
相
互
乗

費
用
が
安
く
抑
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
先
発
医
薬
品
に
比
べ
て
薬
の

価
格
が
安
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切

り
替
え
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
皆

さ
ん
一
人
一
人
が
医
療
機
関
な
ど

の
窓
口
で
支
払
う
薬
代
が
安
く
な

る
だ
け
で
な
く
、
国
民
健
康
保
険

財
政
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

利
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

へ
の
切
り
替
え
は
、
医
師
・
薬
剤

師
と
十
分
に
相
談
し
、
納
得
し
た

上
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

お
知
ら
せ

  

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

  

を
利
用
し
ま
せ
ん
か

  

高
齢
者
へ
の
イ
ン
フ
ル

  

エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成

医療機関名 住　所 電話番号
☎（0869）

津島医院 牛窓町牛窓3823 34-3313

竹内医院 牛窓町牛窓4949-24 34-4888

あいの光医院 ･牛窓 牛窓町牛窓3121-1 34-6161

那須医院 邑久町大窪13-3 22-0140

内田医院 邑久町尾張39-12 22-5010

藤原整形外科医院 邑久町山田庄75-1 24-0777

内田クリニック 邑久町本庄2004-5 22-3020

水野医院 邑久町上笠加171-5 22-3111

長田医院 邑久町豊原341-2 22-0001

まつした医院 邑久町尻海7-1 22-0006

もろおかクリニック 邑久町北島492-1 086-943-1222

瀬戸内りょうま医院 邑久町尾張1341-20 22-2800

岡崎内科クリニック 邑久町山田庄212-1 22-3880

瀬戸内市民病院 邑久町山田庄845-1 22-1234

裳掛診療所 邑久町虫明534-2 25-0024

柴田医院 長船町長船426 0869-66-9008

長谷井内科医院 長船町服部481-4 26-3630

平井医院 長船町福岡102-1 26-2006

はっとり医院 長船町土師1212-5 26-5656

こむら整形外科内科 長船町服部521-1 26-8882

中川耳鼻咽喉科 長船町服部522-1 26-8700

おさふねクリニック 長船町土師332-1 26-8080

瀬戸内市個別接種委託医療機関（平成 27年度）

有効
成分

有効
成分

先　発　医　薬　品 ジェネリック医薬品

同じところ

◆有効成分　◆用法・用量

◆効能・効果（効き目）

違うところ

◆色　◆大きさ　◆味

◆形　◆着色料　◆添加剤

問

問

有効成分、効能・効果などは先発医薬品と同じです

教
育
長
か
ら

「開館５周年　長渕剛　詩画展２０１５」の
新作「牛窓」に見入るお客さん


